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中小企業取引情報提供（福井県元気企業ものづくり商談会）

ふくいの食品戦略的販路拡大支援事業

活用内容
　当商談会は、県外発注企業および県内でのパートナーを探している県内発注企業と受注を希望する県内企業との
事前予約型のマッチング商談会であり、本年度が２回目の開催となる。
　先ず商談会に参加する発注企業が事前提示した案件情報の中から２社を選び面談を申し込んだところ、発注企業
からの逆指名による３社も加わり、最終的には５社との面談となった。
　当日は面談先から提示された図面を基に商談を進めた。結果複数社から見積依頼を受け、個々に折衝、その後面
談先の企業訪問や社内検討を重ねた結果、県内企業との取引が成立した。同社は県内での新たな受注先を探索して
いた事もあり、タイムリーなマッチングに繋がった。

活用内容
　同社は県外の大手食品商社や小売店等のバイヤーと商談機会が得られる当事業
を利用し、食品商社が首都圏や北陸地方で独自に開催する展示会に出展した。
　昨今の“鯖缶”ブームもあり、低価格帯の国産鯖缶が品薄状態にある中、高品質な鯖を原料とする鯖缶を安定供
給できる同社には、多くのバイヤーが足を止め、具体的な商談が積極的に交わされていた。
　その結果、首都圏を中心に多店舗展開する高級スーパーとの取引が始まるなど多くの成果に結びつき、オリジナ
ルブランド“鯖缶”の県外への販路拡大の足掛かりとなった。

事業活用までの経緯
　昭和45年に創業した同社は、一貫してプレス加工および板金加工に取り組
み、建材関係部品から弱電関連部品まで業務の幅を拡大してきた。
同社の強みは金属プレス・精密板金・溶接・仕上げまでの各工程を社内一貫
で行えるところであり、発注先の様々な要望に応えている。
　通常、新規受注先を開拓するためには企業独自で探索に当たらなければならないと
ころだが、当センターの「福井県元気企業ものづくり商談会」は発注企業が県内１箇
所に集う商談会でもあり、参加を決めた。

事業活用までの経緯
　昭和18年に日本海側随一の水産缶詰工場として設立した同社は、こだわりの原料（かにや鯖等）を自社で買い
付け、独自の技術力と製法により、大手メーカーからのＯＥＭ生産を中心に事業展開してきた。
　同社では近年の健康志向を背景とする空前の“鯖缶”ブームを好機として捉え、OEMでの受託製造に加えて、
オリジナルブランド“鯖缶”の更なる全国への販路拡大を目指していた。
　しかしながら、大手メーカーからのOEMでの受託製造を中心に業容拡大して
きた同社には、営業を専門にする部署がなく営業人員が不足していたため、新市
場への販路拡大に向けて、食品バイヤーとの効率的なマッチングを希望していた。

“強み”を活かして取引拡大！！
新たなパートナー企業との
マッチングをサポート

好機を活かせ！
“鯖缶”ブームを追い風に
新市場への販路開拓に挑戦！

代表者名　仲倉 照子
所 在 地　越前市
業　　種　金属製品製造業
事業内容　金属プレス加工、精密板金、溶接加工

代表者名　重田 軍治
所 在 地　小浜市
業　　種　食品製造業
事業内容　缶壜詰食料品の製造加工販売

福井プレス工業株式会社

福井缶詰株式会社

事例10

事例９




